
NHKドラマ「いとの森の家」撮影決定 

  前編、後編の2部構成は初 

１ 

■いとの森の家 
 ○原作者：東 直子さん 
  （歌人、小説家、脚本家） 
  ⇒小学4年生のときに、約1年間、糸島に住んだ

実体験。自然豊かで恵みに満ちた田舎の暮らし
に魅了された経験を小説化 

  

【参考】 
■平成26年度放送ドラマ「ここにある幸せ」 
 

○NHK福岡放送局制作の「福岡発地域ドラマ」の13作目 

ドラマの全編を通して糸島の風景や空気感など、生命感に満ちた魅力を多くの方々に
感じ取っていただけるものと大いに期待 

9月25日（金）NHK公式発表 

 ○原作のストーリー 
糸島の田舎に引っ越してきた
主人公「加奈子」は、森の中
でおハルさんというおばあさ
んと出会う。 
おハルさんは、毎月、死刑囚
への慰問をしていた。加奈子
は、おハルさんとの会話から、
命のたいせつさや生きること
の意味を考えるようになる･･･。 

○福津市津屋崎地区を舞台 
 としたオリジナルのストーリー 
○主な出演者 
 ➢立川浩幸役：松田翔太 
 ➢花田福子役：宮本信子 
 
○ストーリー 
 過酷なノルマと人間関係に疲れ、仕事を辞めた主人公
立川浩幸は、小学生時代の級友を訪ね、福津市津屋崎を
訪れた。 

 そこで出会ったのは、明るくてお話好きなおばあちゃ
ん花田福子。浩幸は、福子から、山あり谷ありの半生を
聞かされるうちに、前向きな力をもらう･･･。  

地元住民も津屋崎の文化や風景など魅力を再認識 

NHKのHPより 

amazonのHPより 



10月1日のニュース 
①天神の中心で味わう糸島 「天神スカイホール」プレオープン 

糸島食材をこだわりのフレンチで提供 

２ 

西日本新聞会館16階「福岡国際ホール」が40年ぶりに改装 
新たに「天神スカイホール」として生まれ変わる 

②国勢調査にご協力を ～10月1日基準日 今回はオンライン回答も可～ 

人口減少は避けられない 
 ➢平成22年をピークに人口減少（毎年200～300人程度減少） 
 ➢平成26年度は、各種定住促進策の効果で減少幅は抑制 

◎特に九州大学の学生（住民票を移さず

に本市に住まれている人も多いと思わ

れる）に調査協力をいただきたい 

⇒九州大学に対して、学生への国勢調査

に協力してもらえるよう周知を依頼 

➢飲食提供を伴うホールとしては天神 
地区で最も高い位置 
➢最大500人を収容するメインホール
や中小のホール 
➢「ル・ブション」というフレンチレス
トラン（座席数52） 

➢提供する料理のメインの食材に糸島産
を使用（卵、野菜、果物、肉、水産物、 
調味料、乳製品など） 

■フレンチレストラン「ル・ブション」 

糸島の「食」への評価の高まりを実感。本市のこれまでのプロモーションの成果 

◎気軽なフランスの家庭料理とワインを提供 
◎「ココット」と呼ばれる鍋料理が特長 
◎総料理長：日下部 誠 氏 
 ⇒ハウステンボス場内 
 ホテル最高級フレンチ 
 レストランの料理長などを歴任 

国勢調査と住基人口のかい離を縮められるか 
 ➢国勢調査人口：9万8,435人  ➢住基人口：10万1,101人 
 ➢かい離率（国勢調査/住基）：97.4％ 【H22年10月1日】 

○万歩鶏、一貴
山豚 
○やさいやトラキ 
○またいちの塩、
北井醤油 
○伊都物語の牛
乳、ヨーグルト 
○加布里の蛤 
○つまんでご卵 

注目は、やはり人口。まちの元気のバロメーターであり、交付税額にも影響。 


